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か
ね
て
よ
り
検
討
を
続
け
て
お
り
ま

し
た
水
道
事
業
の
広
域
連
携
に
つ
い
て
、

本
町
は
令
和
５
年
度
４
月
事
業
開
始
予

定
の
「
広
島
県
水
道
企
業
団
」
へ
の
参

画
は
見
送
り
、
当
面
単
独
で
事
業
を
継

続
す
る
こ
と
を
、
６
月
定
例
議
会
に
お

い
て
表
明
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
広
報
で
も
お
伝
え
し
て
き

た
と
お
り
、
本
町
を
含
む
多
く
の
自
治

体
が
経
営
す
る
水
道
（
上
水
）
事
業
は
、

経
営
が
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る
の
に
加

え
て
、
技
術
系
職
員
の
確
保
が
難
し
い

等
の
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
こ
の
度
、
水
道
事
業
を
県
単

位
で
統
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
経
営
規

模
を
大
き
く
し
て
事
業
を
安
定
化
さ
せ

る
と
と
も
に
、
業
務
の
一
元
化
等
に
よ

る
維
持
管
理
や
施
設
の
合
理
化
を
行
う

こ
と
で
コ
ス
ト
を
抑
え
ら
れ
な
い
か
、

可
能
性
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

検
討
の
結
果
、
多
く
の
市
町
に
お
い

て
統
合
の
メ
リ
ッ
ト
が
明
ら
か
に
な
る

一
方
、
本
町
へ
の
効
果
は
限
定
的
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
本
町
は
地
理
的
に
他
の
市

町
と
は
離
れ
て
お
り
、
ま
た
唯
一
近
接

す
る
広
島
市
が
統
合
に
参
画
し
な
い
こ

と
か
ら
、
町
域
を
超
え
た
施
設
の
合
理

化
は
難
し
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
組
織
の
小
さ
な
本
町
で
は
、

上
下
水
を
一
体
で
取
り
扱
う
こ
と
で
職

員
配
置
の
効
率
化
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、

上
水
事
業
を
企
業
団
に
任
せ
た
場
合
、

新
た
に
下
水
担
当
職
員
を
増
員
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
可
能
性
も
で
て
き
ま
し

た
。

　

更
に
本
町
の
場
合
、
水
道
料
金
の
改

定
を
当
分
行
っ
て
お
ら
ず
、
結
果
と
し

て
必
要
な
経
費
の
半
分
も
賄
え
て
い
な

い
と
い
う
課
題
や
、
こ
れ
ま
で
水
道
分

野
に
十
分
な
コ
ス
ト
（
人
員
も
含
め
て
）

を
か
け
て
き
た
の
か
と
い
う
反
省
な
ど
、

統
合
以
前
に
、
町
と
し
て
取
り
組
む
べ

き
課
題
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
も
わ
か

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、

本
町
は
太
田
川
の
源
流
域
に
存
在
す
る

自
治
体
で
あ
り
、
「
水
」
へ
の
関
与
は

他
の
自
治
体
以
上
に
大
き
な
意
味
合
い

を
持
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
県
民
１
５
０
万
人
の
生
活
を

支
え
る
源
流
域
の
役
割
で
あ
っ
た
り
、

ま
た
、
安
全
・
安
心
な
水
を
飲
め
る
地

域
住
民
の
安
心
感
で
も
あ
り
ま
す
。

　

水
道
事
業
の
経
営
は
大
き
な
負
担
で

は
あ
り
ま
す
が
、
一
方
で
本
町
に
と
っ

て
「
水
」
は
財
産
で
も
あ
り
ま
す
。

　

諸
々
考
え
た
結
果
、
「
水
」
を
武
器

に
し
た
町
づ
く
り
を
進
め
る
べ
き
と
の

思
い
で
今
回
の
判
断
に
至
り
ま
し
た
。

こ
の
間
、
６
度
に
わ
た
り
意
見
交
換
会

を
開
催
す
る
な
ど
、
町
民
か
ら
も
さ
ま

ざ
ま
な
ご
意
見
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
水
道
事
業
の
抱
え
る
課
題

解
消
は
勿
論
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
美
味

し
い
水
を
町
民
に
提
供
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
し
、
ま
た
そ
の
覚
悟
で
す
。

　

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

水道事業の統合について

vol.21

橋
はし

本
もと

　博
ひろ

明
あき

広報安芸太田　令和４（2022）年　6月号
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新型コロナワクチン4回目接種について

●問い合わせ先／健康福祉課　☎22−0196

広報安芸太田　令和４（2022）年　6月号

町外で接種を希望される人

対象者Ⓑの人

対象者Ⓐの人

４回目の接種を希望される人は、①接種券発行の申請手続きが必要です。
申請は予約センター（☎082−262−7260）で受け付けます。役場でも申請できます。
②接種券が届いたら、予約センターで必ず予約してください。

３回目の接種から４か月が経過した頃に接種券を順次送付します。
うち、４月末までに町内で接種した人（４月末で60歳の人）については、日時・場所を指定した案
内を送付します。予約する必要はありません。案内に記載された指定日を確認してください。
ただし、次のような場合は、必ず予約センターへ電話してください。

4 回目接種についても、広島県では『広域接種』を行います。接種を希望する市町・施設の方法に
沿って予約してください。
ご不明な点は、「広島県ワクチン相談窓口」☎082−513−2847へご相談ください。
県外で接種を希望される人は、手続きが必要になります。接種を希望する市町でご確認ください。

◇対象者
　※接種日時点の年齢
　　です。

Ⓐ60歳以上の人

下記の①②を満たす人は、接種日程・場所を指定して接種
券を送付します。
　①４月30日までに町内で３回目の接種を完了した人
　②４月30日時点で60歳に達している人

Ⓑ18歳以上60歳未
　満で基礎疾患等
　のある人★1

接種を希望される人は、接種券の発行手続きが必要です。
予約センター（☎082−262−7260）、または、役場窓
口で申請してください。

◇接種時期 ３回目のワクチン接種から５か月後

◇使用ワクチン ★2 □ファイザー社製ワクチン　　□武田／モデルナ社製ワクチン

◇町内医療機関 □安芸太田病院　　□戸河内診療所　　□落合整形外科内科

★1　詳しくは右の二次元バーコードから厚生労働省「新型コロナワクチンQ&A」をご覧くだ
　　 さい。
★2　国からの配分計画に基づき接種するワクチンは主にモデルナ社製となります。
　　 12〜17歳はファイザー社製を使用します。

新型コロナワクチンの４回目の接種が開始されます。

○接種を希望しない場合
○町外、入院・入所先で接種する場合
○指定された日時で都合がつかない場合

　※３回目を町外で接種した人は日時指定をしていませんので、予約が必要です。
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■本計画の目的

安芸太田町安芸太田町DXDX推進計画を策定しました推進計画を策定しました!!

　この計画は、デジタル技術を活用し、町の最上位計画である「第二次安芸太田町長期総合計画」
（後期基本計画）に掲げる施策をより効率的・効果的に達成することを目的としています。

安芸太田町DX推進計画の構成と期間

長期総合計画
基 本 構 想

めざす将来像、まちづくりの視点、将来像
を実現するためのまちづくりの基本方向
（施策の柱）などを示すものです。

長期総合計画
基 本 計 画
第２期まち・
ひと・しごと
創生総合戦略

基本構想の実現に向け、リーディング施策
（まちづくり戦略）、具体的な施策・個別
の施策を体系的に示すものです。また後期
基本計画では、新たな社会インフラである
I CTやデータを積極的に活用していくこと
としています。

本　計　画

第二次長期総合計画および第２期総合戦略
等の成果指標について、社会全体のＤＸの
取組みとともに、効率的・効果的にさせる
ことを目標とし、本町のＤＸ推進の基本的
考え方を示すものです。

平成27年度
（2015年）

令和2年度
（2020年）

令和3年度
（2021年）

令和6年度
（2024年）

10年間
平成27（2015）～令和6（2024）年度

5年間
平成27（2015）～　
令和元（2019）年度

5年間
令和2（2020）～　
令和6（2024）年度

人口の社会増減 H27～R1
平均 ▲34.6人 R2～R6

平均 24人

町内観光消費額 H30 798
百万円 R6 1,560

百万円

安芸太田町に住み続け
たいと思う人の割合 R１ 77.2％ R6 80.0％

地域コミュニティ活動
の取組みに関する満足
度スコア

R１ 34.5％ R6 50.0％

DXの推進で
達成率の向上
をはかります

計画目標人口
令和６年　
5,200人

※安芸太田町人口ビジョ
　ン【改訂版】より

前期基本計画 後期基本計画後期基本計画

3年間
令和4（2022）～　
令和6（2024）年度

町ホームページ
安芸太田町DX推進計画

リーディング施策（第2期安芸太田町まち・ひと・しごと創生総合戦略）主要な成果指標

AKIOTA
2024
めざす姿

DX（デジタルトランスフォーメーション）ってなに?
DX「デジタルトランスフォーメーション」とは、

進化した” デジタル技術を活用することで、人々の生活を
より良いものへと変革する” という意味があります。

「安芸太田町DX推進計画」は、変化の激しいデジタル社会の進展等に対
応するため、令和４年度から令和６年度までの３年間を計画期間として、
各政策分野でのデジタル技術の導入の基本的な考え方を示すものです。



5 広報安芸太田　令和４（2022）年　6月号

■DXを推進する主な施策の方向性

　本町の生活環境に最適な公共
交通体系を構築するため、利用
状況を常時集約、分析する仕組
みを導入し、効率的な町内移動
を実現させます。

　災害時に、要支援者がより安
全な避難が行えるよう、デジタ
ル技術を活用した情報集約およ
び伝達方法の確立をはかります。

　安芸太田病院との連携により、
病院まで行かなくても画面越し
に診察が受けられるよう、デジ
タルを駆使した診療方法の確立
をめざします。

　町内のみで使えるキャッシュ
レス決済を導入します。また現
金のチャージや、お買い物・イ
ベントへの参加でポイントが貯
まる仕組みを構築します。

　生涯における健診情報や医療
情報について、自身と病院など
で共有して管理できる仕組みを
取り入れることで、住民の健康
維持に役立てます。

　校務や子どもの見守りなどに、
デジタル技術を効果的に活用し、
子どもたちの安心安全の向上と
校務の負担軽減をはかります。

生活MaaS※1

個別避難計画

遠隔（オンライン）診療

地域通貨と電子ポイント

ポケットカルテ（＋PHR※3）

　教育支援（校務支援）

各分野の情報を集約・蓄積して、情報の連携を可能とするもの
 ＝ 【DX共通基盤】

※１　MaaS（マース：Mobility as a Service）とは、さまざまなサービスと
　　　の連携により、移動の利便性向上をはかろうとするものです。
※２　CRM（シーアールエム：Customer Relationship Management）とは、
　　　観光客などの顧客情報を一元管理するためのシステムです。
※３　PHR（ピーエイチアール：Personal Health Record）とは、自ら管理、
　　　活用できる健康医療情報の仕組みのこと。

●問い合わせ先
　企画課　☎28−1972
　E-mail：kikaku@town.
　　　　　akiota.lg.jp

　デジタル技術を活用すること
で水道などのライフライン異常
の早期発見をはかります。また、
災害時でもインターネット環境
を維持する方策を検討します。

　これまで集約できていなかっ
た観光客の情報を、デジタルを
活用して効率的に集約し、次期
戦略に活かせる効果的なPRを
はかります。

　町民の方からの申請など、紙
ベースの書類から、電子申請と
電子決裁の仕組みを順次導入す
ることで、行政事務の効率化を
めざします。

防災ライフラインの維持 顧客管理システム（CRM※2） 電子申請⇒決裁

公共
交通

マイナンバー
制度との連携

医療

防災 観光 教育

行政
事務

町
長
よ
り
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た　

　

有
酸
素
運
動
を
中
心
と
し
た
健
康
の
保

持
・
増
進
、
健
康
運
動
を
広
め
る
活
動
を

さ
れ
て
い
る
「
安
芸
太
田
町
健
康
運
動
ク

ラ
ブ
連
絡
協
議
会
」
へ
、
４
月
23
日
、
所

属
年
数
20
年
以
上
の
会
員
21
名
に
、
町
長

よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
本
町
の
健
康
保
持
お
よ
び

向
上
に
尽
力
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。



　風薫る５月、町内の保育所、
小学校、中学校で運動会が開催
されました。会会動動運運大大のの春春

白
組
団
長　

正ま
さ

木き　

温あ
つ

庸の
ぶ

加
計
中
学
校

加
計
中
学
校

赤
組
団
長　

橋は
し

本も
と　

智と
も

貴き

白
組
団
長　

野の

田だ　

羅ら

王お
う

　

今
回
の
運
動
会
の
テ
ー
マ
は
、
「
Ａ
Ｌ
Ｌ

Ｐ

Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
」
で
し
た
。
ど
の
種
目
に
も
全
力
で

挑
み
、
最
後
ま
で
全
力
を
尽
く
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
応
援
練
習
で
は
、
ダ
ン
ス
リ
ー
ダ
ー

を
中
心
に
練
習
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
時

に
は
先
生
に
お
願
い
し
て
、
部
活
の
時
間
も
運

動
会
練
習
を
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
１
・
２
年
生
も
筋
肉
痛
と
闘
い
な
が
ら
本

番
の
成
功
に
向
け
て
練
習
に
励
み
ま
し
た
。

　

そ
し
て
本
番
で
は
、
今
ま
で
一
番
い
い
ダ
ン

ス
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
も
昨
年
と
同
様
に
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、
半
日
の

運
動
会
で
し
た
が
、
学
校
全
体
の
絆
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
、
最
高
の
運
動
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

僕
は
団
長
と
し
て
、
白
組
の
み
ん
な
が
心
に

残
る
運
動
会
に
な
っ
た
と
思
え
る
こ
と
を
目
標

に
、
副
団
長
や
ダ
ン
ス
リ
ー
ダ
ー
、
そ
し
て
３

年
生
と
協
力
し
て
、
練
習
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
ダ
ン
ス
を
人
に
教
え
る
こ
と
は
難

し
く
、
み
ん
な
の
心
に
残
る
運
動
会
に
は
程
遠

い
と
思
い
ま
し
た
。
で
す
が
１
・
２
年
生
が
ダ

ン
ス
に
つ
い
て
「
こ
こ
は
ど
う
す
る
ん
で
す

か
。
」
や
「
僕
用
の
動
画
も
つ
く
っ
て
く
だ
さ

い
。
」
な
ど
と
僕
に
聞
く
姿
を
見
て
、
僕
は
み

ん
な
が
一
生
懸
命
に
な
っ
て
い
て
心
に
残
る
運

動
会
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま

し
た
。

　

そ
し
て
結
果
、
運
動
会
本
番
で
は
み
ん
な
か

ら
「
楽
し
か
っ
た
。
」
と
言
っ
て
も
ら
い
、
僕

も
最
高
の
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
運
動
会
に
し
て
く
れ
た
白
組
の
み
ん
な
や
先

生
方
、
保
護
者
の
皆
様
に
は
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。

安
芸
太
田
中
学
校

安
芸
太
田
中
学
校

赤
組
団
長　

藤ふ
じ

本も
と　

文ふ
み

也や

　

コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
か
ら
、
毎
年
５
月
の
体

育
祭
は
延
期
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は

３
年
ぶ
り
に
５
月
の
体
育
祭
を
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

新
年
度
が
始
ま
っ
て
す
ぐ
の
体
育
祭
は
、
全

校
生
徒
が
一
つ
に
な
れ
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
と

な
り
ま
し
た
。
特
に
大
縄
跳
び
で
は
、
練
習
の

時
か
ら
大
差
で
白
組
に
負
け
続
け
、
ど
う
せ
勝

て
な
い
と
あ
き
ら
め
か
け
て
い
た
と
き
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
赤
組
全
員
で
練
習
を
積

み
重
ね
体
育
祭
前
日
の
体
育
館
練
習
で
は
、
心

を
一
つ
に
し
て
跳
ぶ
こ
と
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
本
番
、
全
員
の
声
と
足
並
み
が
ピ
タ

ッ
と
そ
ろ
い
、
こ
れ
ま
で
負
け
続
け
て
き
た
大

縄
跳
び
で
勝
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
み
ん
な

が
一
つ
に
な
り
煌
め
く
体
育
祭
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
体
育
祭
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
生
徒
会

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
同
じ
「
煌
（
き
ら
め
く
）
」
で
し
た
。

　

全
校
生
徒
が
煌
め
く
１
年
に
し
て
い
き
た
い

と
い
う
思
い
で
決
め
た
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
、

今
年
度
最
初
の
大
き
な
行
事
で
あ
る
体
育
祭
に

臨
み
ま
し
た
。

　

練
習
が
始
ま
っ
た
当
初
は
、
白
組
が
一
つ
に

な
れ
ず
、
自
分
の
統
率
力
の
な
さ
を
思
い
知
ら

さ
れ
る
日
々
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
と

き
に
助
け
て
く
れ
た
の
が
各
学
年
の
リ
ー
ダ
ー

や
３
年
生
の
仲
間
で
し
た
。
そ
ん
な
助
け
を
借

り
な
が
ら
練
習
を
積
み
重
ね
、
体
育
祭
当
日
を

迎
え
ま
し
た
。

　

本
番
で
は
白
組
全
員
が
元
気
を
出
し
、
応
援

合
戦
や
ダ
ン
ス
を
体
い
っ
ぱ
い
に
表
現
し
て
い

る
姿
を
見
て
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。
仲
間
の

存
在
が
あ
る
か
ら
こ
そ
煌
め
く
こ
と
が
で
き
る

こ
と
を
学
ん
だ
体
育
祭
で
し
た
。

筒
賀
小
学
校

筒
賀
小
学
校

筒
賀
保
育
所

筒
賀
保
育
所

6
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安
芸
太
田
町
ア
ダ
プ
ト
制
度

　

●
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課　

☎
２
８−

１
９
６
２

安
芸
太
田
町
ア
ダ
プ
ト
制
度
と
は

対
象
と
な
る
活
動

ア
ダ
プ
ト
制
度
を
利
用
す
る
に
は

　

安
芸
太
田
町
が
管
理
し
て
い
る
町
道
・

河
川
で
学
校
や
企
業
、
地
域
の
皆
さ
ん
が

行
う
清
掃
・
草
刈
等
の
活
動
を
町
が
支
援

す
る
制
度
で
す
。

　

町
が
管
理
す
る
町
道
・
河
川
で
行
う
、

清
掃
・
除
草
活
動
な
ど
が
対
象
で
す
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
し
て
活
動
す
る
た
め

に
は
、
事
前
に
ア
ダ
プ
ト
認
定
団
体
と
し

て
登
録
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

登
録
の
際
は
申
請
が
必
要
で
、
一
定
の

条
件
が
あ
り
ま
す
。

●
地
域
住
民
や
地
域
の
企
業
な
ど
に
よ
り
、

　

構
成
さ
れ
る
団
体
で
あ
る
こ
と
。

●
町
が
管
理
す
る
町
道
で
100
ｍ
以
上
、
河

　

川
で
50
ｍ
以
上
の
区
間
を
年
３
回
以
上

　

活
動
実
施
可
能
で
あ
る
こ
と
。

●
活
動
が
営
利
目
的
で
行
わ
れ
る
も
の
で

　

な
い
こ
と
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

活
動
団
体
募
集
！

広島県アダプト制度
マスコットキャラクター

アダピィ

修学旅行修学旅行
　
５
月
19
日
か
ら
１
泊
２
日
で
、
町
内
３
小
学
校
の
６
年
生
36
人
で
山
口

方
面
へ
修
学
旅
行
へ
行
き
ま
し
た
。

　
１
日
目
は
、
秋
吉
台
サ
フ
ァ
リ
ラ
ン
ド
で
動
物
の
餌
や
り
を
し
た
り
、

萩
焼
絵
付
け
体
験
等
を
し
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、
海
響
館
で
イ
ル
カ
シ
ョ
ー
の
見
学
や
、
門
司
港
レ
ト
ロ
地

区
散
策
を
し
、
み
ん
な
で
楽
し
い
２
日
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
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支
給
対
象
者

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
み
た
す
方
に
「
傷
病
手
当

金
」
を
支
給
し
ま
す
。

①
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
る
こ
と
。

②
事
業
所
か
ら
給
与
等
の
支
払
い
を
受
け
て
い
る

　

こ
と
。

③
休
暇
目
的
が
被
保
険
者
自
身
の
感
染
ま
た
は
感

　

染
の
疑
い
の
た
め
で
あ
る
こ
と
。

④
休
暇
期
間
が
４
日
以
上
連
続
し
て
い
る
こ
と
。

⑤
休
暇
期
間
の
４
日
目
が
適
用
期
間
内
（
令
和
２

　

年
１
月
１
日
～
令
和
４
年
９
月
30
日
）
に
あ
る

　

こ
と
。

支
　
給
　
額

　

次
の
計
算
式
に
よ
り
支
給
額
を
算
定
し
ま
す
。

平
均
給
与
日
額（
※
１
）×
　
×
就
労
予
定

日
数（
※
２
）＝
支
給
額（
※
３
）

※
１
…
直
前
３
か
月
間
の
給
与
収
入
の
合
計
額
を

　

就
労
し
た
日
数
で
除
し
た
額
。

※
２
…
休
暇
期
間
の
４
日
目
以
降
で
、
就
労
を
予

　

定
し
て
い
た
日
数
。

※
３
…
休
暇
期
間
の
４
日
目
以
降
に
「
有
給
休
暇
」

　

や
「
休
業
手
当
」
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、
支
給

　

額
を
減
額
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
住
民
課

　

☎
２
８

−

２
１
１
６

安
芸
太
田
町
国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
ま
た
は
感
染
の

疑
い
に
よ
る
療
養
の
た
め
、
無
給
休
暇
等
で
仕
事
を
休

ま
れ
た
方
に
「
傷
病
手
当
金
」
を
支
給
し
ま
す
。

◎
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

　
を
雇
用
さ
れ
て
い
る
事
業
主

　
の
方
へ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
事
業
主
が

休
業
等
を
行
っ
た
場
合
、
感
染
者
以

外
の
方
の
休
業
手
当
は
「
雇
用
調
整

助
成
金
（
厚
生
労
働
省
）」
の
助
成

対
象
と
な
り
ま
す
が
、
感
染
者
本
人

に
つ
い
て
は
助
成
対
象
と
な
ら
な
い

た
め
、
十
分
な
給
与
等
を
受
け
ら
れ

ず
、
生
活
を
保
障
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
各
健
康
保
険
か
ら
「
傷

病
手
当
金
」
を
支
給
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

各
事
業
所
に
お
い
て
、
国
民
健
康

保
険
の
被
保
険
者
で
、
「
傷
病
手
当

金
」
の
支
給
要
件
に
該
当
さ
れ
る
方

が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
本
庁
住
民
課

ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
よ

う
ご
案
内
く
だ
さ
い
。

2/3

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

家
庭
ご
み
指
定
袋
の
外
袋
で

出
せ
る
の
は
「
燃
え
な
い
ご
み
」
の
み
で
す
。

　

令
和
４
年
４
月
か
ら
、
す
べ
て
の

家
庭
ご
み
指
定
袋
の
外
袋
（
販
売
す

る
際
に
指
定
袋
を
包
装
し
て
い
る
袋
）

を
「
燃
え
な
い
ご
み
指
定
袋
」
と
し

て
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

「
燃
え
な
い
ご
み
」
以
外
で
は
指

定
袋
の
外
袋
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
外
袋
で
出
せ
る
燃
え
な
い

ご
み
は
袋
の
中
に
入
る
も
の
に
限
り

ま
す
。
長
い
も
の
、
は
み
出
る
の
も

の
は
通
常
の
燃
え
な
い
ご
み
指
定
袋

で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
ご
利
用
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項
】

◦
燃
え
な
い
ご
み
の
分
別
区
分
と
同
様
に
分

　

別
し
て
、
別
々
の
袋
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
利
用
さ
れ
る
際
は
、
中
身
が
出
な
い
よ
う

　

に
袋
の
上
部
を
ガ
ム
テ
ー
プ
等
で
止
め
て

　

く
だ
さ
い
。

◦
長
い
も
の
や
袋
か
ら
は
み
出
る
も
の
は
、

　

通
常
の
燃
え
な
い
ご
み
指
定
袋
で
出
し
て

　

く
だ
さ
い
。

◦
事
業
ご
み
指
定
袋
の
外
袋
は
利
用
で
き
ま

　

せ
ん
。

◦
家
庭
ご
み
指
定
袋
の
外
袋
を
利
用
し
て
、

　

事
業
ご
み
を
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

衛
生
対
策
室

　
（
ポ
ッ
ク
ル
く
ろ
だ
お
）

☎
２
３−

１
１
２
０

「燃えないごみ指定袋」
として利用できる外袋
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住　民　課

みんなの国民年金みんなの国民年金

　国民年金は、誰もが加入する公的年金制度です。基本的に日本に住む20
歳以上60歳未満のすべての方は、国民年金に加入する義務があります。
　加入者は、職業などによって次の３つのグループに分かれており、それ
ぞれ加入手続きが異なります。

　日本年金機構の全国の年金事務所では、年金相談や年金請求手続きについて、「事前予約」を
行っています。
　お待たせ時間の少ない「予約相談」をぜひご利用ください。
　◦予約相談希望日の１か月前から前日まで受付しています。
　◦お申込みの際は、基礎年金番号のわかるもの（年金手帳や年金証書など）をご用意ください。

　国民年金第１号被保険者の資格取得・種別変更、保険料免除・納付猶予申請、学生納付特例申
請については、マイナポータルを利用した電子申請ができるようになりました。
　申請には、マイナンバーカードが必要となりますが、マイナポータルの情報を活用してスマー
トフォンやパソコンで申請書等を作成することができるため、紙の申請より簡単に作成すること
ができます。また、申請結果もスマートフォン等で確認することができます。お手続きの際は、
是非ご利用ください。
　詳しくは、日本年金機構のホームページ（https://www.nenkin.go.jp/）をご確認ください。

国民年金の加入方法は…

年金相談・お手続きの際はぜひご予約を!

国民年金の加入手続き・保険料免除申請等の
電子申請が開始されました。

20歳以上60歳未満の農業者、自営業者、学生、フリーター、無職の方などです。
加入手続きは、ご自身で住所地の役場の国民年金担当窓口で行います。第１号被保険者

第２号被保険者

第３号被保険者

会社員や公務員などの厚生年金保険に加入されている方です。
加入手続きは、勤務先が行います。

第２号被保険者に扶養されていて、年収130万円未満の20歳以上60歳未満の配
偶者の方です。
加入手続きは、第２号被保険者の勤務先を経由して行います。
会社を退職したときは、第２号被保険者から第１号被保険者への変更手続きが
必要になりますので、お早めにお手続きをお願いします。

ご予約の方法は、全国共通の予約専門受付番号（0570−05−4890）またはお近くの
年金事務所へ電話・来訪時にお申込みください。

問い合わせ先
●広島西年金事務所　☎082−535−1505　広島市西区商工センター2−6−1　NTTコムウェア広島ビル1階

●本庁住民課　☎28−2116　●加計支所　☎22−1111　●筒賀支所　☎32−2121



Ｑ
地
域
の
取
り
組
み
に
、
関
わ
る
よ
う
に

　
な
っ
た
き
っ
か
け
は
何
で
す
か
？

Ａ

会
社
勤
め
の
時
は
、
地
域
活
動
は
ま
っ

　

た
く
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
退
職
目
前
に
、

　

坪
野
地
域
の
お
世
話
を
さ
れ
て
い
た
リ
ー

　

ダ
ー
の
方
に
誘
わ
れ
、
少
し
ず
つ
地
域
の

　

実
情
が
わ
か
り
、
今
度
は
自
分
が
そ
の
立

　

場
と
な
っ
て
、
地
域
を
守
る
活
動
と
次
世

　

代
の
た
め
今
で
き
る
施
策
に
取
り
組
む
こ

　

と
に
し
ま
し
た
。

　
　

そ
の
一
つ
と
し
て
、
定
住
促
進
（
空
き

　

家
バ
ン
ク
登
録
）
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

　

ま
す
。

Ｑ
空
き
家
の
掘
り
起
こ
し
の
取
り
組
み
に

　
つ
い
て
、
始
ま
っ
た
き
っ
か
け
を
教
え
て

　
く
だ
さ
い
。

Ａ

当
初
は
、
個
人
で
顔
見
知
り
に
空
き
家

　

バ
ン
ク
へ
の
声
掛
け
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
　

広
島
活
力
農
業
者
の
移
住
を
き
っ
か
け

　

に
、
さ
ら
に
多
く
の
方
に
声
掛
け
す
る
た

　

め
、
自
治
会
の
「
定
住
促
進
事
業
」
の
一

　

環
と
し
て
取
り
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。

Ｑ
空
き
家
の
所
有
者
さ
ん
と
ど
の
よ
う
な

住
ん
で

み
つ
け
る

た
か
ら
も
の

　

坪
野
地
域
で
は
、
定
住
促
進
の
た

め
地
域
の
空
き
家
を
活
用
す
る
、
町

の
「
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
」
登
録
の

取
り
組
み
を
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
坪
野
地
区
連
絡
協
議
会

会
長
の
宮
本
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

　
方
法
で
連
絡
を
取
り
ま
し
た
か
？

Ａ

自
治
会
名
で
、
空
き
家
活
用
の
お
願
い

　

書
面
と
、
町
作
成
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
同

　

封
し
て
郵
送
し
ま
し
た
。

　
　

空
き
家
バ
ン
ク
登
録
に
至
っ
た
の
は
、

　

５
件
で
す
。
今
は
21
戸
の
空
き
家
が
あ
り

　

ま
す
。
ま
だ
ま
だ
空
き
家
は
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
ピ
ン
チ
で
す
。
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン

　

ス
に
す
る
に
は
、
所
有
者
さ
ん
に
子
孫
や

　

地
域
の
た
め
「
考
え
方
」
を
変
え
て
も
ら

　

わ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

　
　

家
の
問
題
を
先
送
り
に
し
て
、
放
置
さ

　

れ
た
り
、
相
続
後
の
名
義
を
変
え
て
い
な

　

い
方
も
お
ら
れ
る
の
で
、
家
が
朽
ち
る
前

　

に
ぜ
ひ
活
か
し
て
ほ
し
い
で
す
。
生
ま
れ

　

育
っ
た
方
を
知
っ
て
い
る
の
で
、
な
お
さ

　

ら
空
き
家
を
放
っ
て
お
け
ま
せ
ん
。

Ｑ
活
動
は
ど
の
よ
う
な
形
で
行
わ
れ
て
い

　
る
の
で
す
か
？

Ａ

普
段
は
自
治
会
役
員
と
一
緒
に
活
動
し
、

　

情
報
を
共
有
し
て
い
ま
す
。

　
　

若
い
方
々
は
仕
事
で
在
宅
さ
れ
て
お
ら

　

ず
、
な
か
な
か
難
し
い
で
す
け
ど
、
坪
野

　

の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
に
誘
っ
て
少
し
ず

　
　
　
　
　

つ
活
動
を
教
え
た
り
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

人
を
育
て
、
そ
の
人
が
ま
た

　
　
　
　
　

人
を
呼
ぶ
。
「
人
こ
そ
、
宝
も

　
　
　
　
　

の
」
だ
と
思
い
ま
す
。
人
が
ふ

　
　
　
　
　

る
さ
と
を
守
り
、
育
て
ま
す
か

　
　
　
　
　

ら
、
す
べ
て
人
で
す
よ
！

Ｑ
活
動
の
原
動
力
は
何
で
す
か
？

Ａ

取
組
み
は
、
自
分
の
仕
事
と
思
っ
て
や

　

っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
地
域
に
対
し
て
何

　

も
貢
献
で
き
な
か
っ
た
で
す
か
ら
ね
。
無

　

償
の
愛
で
も
あ
り
ま
す
し
、
自
分
の
励
み

　

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

地
域
の
機
関
誌
で
あ
る
『
つ
ぼ
の
だ
よ

　

り
』
を
不
定
期
で
発
行
し
、
イ
ベ
ン
ト
情

　

報
や
お
知
ら
せ
な
ど
を
回
覧
し
て
、
日
々

　

の
出
来
事
を
共
有
し
て
い
ま
す
。

　
　

こ
う
し
た
活
動
は
、
こ
れ
ま
で
の
仕
事

　

で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
が
役
に
立
っ
て
い
ま

　

す
ね
。
い
ろ
い
ろ
な
活
動
は
地
域
ま
た
次

　

世
代
の
た
め
、
適
切
な
判
断
が
で
き
る
よ

　

う
記
録
で
残
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
町
内
の
自
治
会
と
や
っ
て
み
た
い
こ
と

　
が
あ
り
ま
す
か
？

Ａ

町
内
の
み
な
ら
ず
広
島
市
と
も
隣
接
し

　

て
い
る
の
で
、
情
報
交
換
、
交
流
が
し
た

　

い
で
す
ね
。
近
隣
の
自
治
会
で
も
困
っ
て

　

い
る
こ
と
は
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。
問
題

　

点
が
合
え
ば
話
や
す
い
で
す
。

　
　

解
決
の
糸
口
や
発
見
が
あ
る
地
域
の
特

　

性
を
活
か
す
機
会
が
あ
っ
た
ら
い
い
な
と

　

思
い
ま
す
。

10広報安芸太田　令和４（2022）年　6月号

宮本千春さん

開催中の朝市さとやま 朝市さとやま

●
問
い
合
わ
せ
先
／
企
画
課　

☎
２
８−

１
９
７
２
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北
広
島
町
大
朝
運
動
公

園
に
て
、
山
県
支
部
合
同

訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
安
芸
太

田
町
、
北
広
島
町
の
両
消

防
団
が
団
員
の
資
質
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

合
同
で
実
施
す
る
伝
統
的

な
規
律
・
知
識
習
得
訓
練

で
す
。

　

感
染
症
対
策
を
行
っ
た

う
え
で
総
勢
１
９
０
人
が

訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
を
活
か
し
、

規
律
あ
る
消
防
団
と
し
て

今
後
も
活
動
し
て
い
き
ま

す
。

消
防
団
の
活
動
紹
介

消
防
団
の
活
動
紹
介

５
月
29
日　

山
県
支
部
合
同
訓
練

消費生活ホットライン消費生活ホットライン

●突然訪問してきた事業者に安易に点検させないようにしましょう。点検箇所をわざと壊して撮
　影し勧誘するなど、悪質なケースもみられます。
●点検後に修理を勧められてもその場で契約しないようにしましょう。別の専門家に確認を依頼
　したり、複数の事業者から見積もりを取ったりするとよいでしょう。
●家族や周囲の人は、不審な人物が来ていないか、見慣れない書面がないかなど、高齢者の様子
　に気を配りましょう。
●工事終了後でも、クーリング・オフできる場合があります。

ひとこと
助言

皆さんも
皆さんも

気をつけて!
気をつけて! 点検中点検中にに屋根屋根をを壊された壊された？？

点検商法点検商法にに注意!注意!

産業観光課（役場本庁東館１階）☎28−1961
mail : syouhi@akiota.jp

安芸太田町消費生活相談所

（県庁）☎082−223−6111広 島 県 生 活 セ ン タ ー

　近所で工事しているという事業者が来訪し
「お宅の屋根がめくれているのが見えた。屋
根に登って点検する」と言うので依頼した。
点検後、屋根が浮いている写真を見せられ、
そのままにしておけないと思い、約30万円の
修理を契約した。
　その後、家族の勧めでハウスメーカーに確
認してもらうと「釘を引き抜いたような新し
い傷がある」と言われた。

広報安芸太田　令和４（2022）年　6月号
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み
ん
な
で
築
こ
う

人
権
の
世
紀

～
考
え
よ
う　

相
手
の
気
持
ち

　
　

未
来
へ
つ
な
げ
よ
う　

違
い
を
認
め
合
う
心
～

●
問
い
合
わ
せ
先　
　
　
　
　
　
　

　

本
庁
住
民
課
☎
２
８−

２
１
１
６

　

加
計
支
所
☎
２
２−

１
１
１
１

　

筒
賀
支
所
☎
３
２−

２
１
２
１

人
権

　
人
権
と
は
、
決
し
て
私
た
ち
の
日
常
生

活
と
か
け
離
れ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
一
人
一
人
が
お
互
い
の
違
い
を
認
め
、

他
の
人
の
人
権
を
守
る
こ
と
が
、
ひ
い
て

は
、
自
分
の
人
権
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が

る
の
で
す
。
人
は
一
人
で
生
き
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
日

頃
か
ら
お
互
い
の
「
違
い
」
を
認
め
合
い
、

他
の
人
の
人
権
に
配
慮
し
て
生
活
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

　

人
権
は
、
人
種
や
民
族
、
性
別
を
超
え
て
、
誰
に
で
も

認
め
ら
れ
る
基
本
的
な
権
利
で
す
。
人
権
を
侵
害
す
る
こ

と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
近
年
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
浮

か
び
上
が
っ
て
い
ま
す
。

○
感
染
症
に
関
連
す
る
偏
見
や
差
別

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
エ
イ
ズ
、
肝
炎
な
ど

の
感
染
症
に
関
す
る
知
識
や
理
解
の
不
足
か
ら
、
差
別
や

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
な
ど
の
問
題
が
発
生
。
正
し
い
情
報

に
基
づ
く
冷
静
な
判
断
が
重
要
で
す
。

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
人
権
侵
害

　

ネ
ッ
ト
上
で
、
他
人
を
誹
謗
中
傷
、
個
人
の
名
誉
や
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
、
偏
見
・
差
別
を
助
長
す
る
情
報
を

発
信
す
る
と
い
っ
た
悪
質
な
事
案
が
急
増
。
こ
れ
ら
は
同

様
の
書
き
込
み
を
次
々
と
誘
発
し
、
取
り
返
し
の
つ
か
な

い
重
大
な
人
権
侵
害
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　

個
人
の
名
誉
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
、
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る

際
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
に
関
す
る
正
し
い
理
解
を
深
め
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

○

性
的
指
向
と
性
自
認
（
性
同
一
性
）
を
理

　

由
と
す
る
偏
見
や
差
別

　

同
性
愛
や
両
性
愛
な
ど
の
性
的
指
向
や
性
自
認
（
性
同

一
性
）
に
関
す
る
偏
見
や
差
別
か
ら
、
周
囲
の
心
な
い
好

奇
の
目
に
さ
ら
さ
れ
た
り
、
職
場
な
ど
で
不
適
切
な
扱
い

を
受
け
た
り
す
る
な
ど
の
問
題
が
発
生
。

　

関
心
と
理
解
を
深
め
、
偏
見
や
差
別
を
解
消
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

広報安芸太田　令和４（2022）年　6月号

　

人
権
擁
護
委
員
が
組
織
す
る
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
で
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た
６
月
１
日
を

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
と
定
め
、
人
権
擁
護
委
員
が
国

民
の
皆
さ
ん
の
相
談
に
応
じ
る
存
在
と
し
て
各
市
町
村
に

配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
人
権
尊
重

の
大
切
さ
を
呼
び
か
け
る
日
と
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
57
年
か
ら
全
国
一
斉
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
特

設
人
権
相
談
所
開
設
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
毎
年
６
月

１
日
前
後
に
、
全
国
各
地
の
公
共
施
設
や
デ
パ
ー
ト
な
ど

に
お
い
て
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

安
芸
太
田
町
で
も
こ
の
日
に
合
わ
せ
て
人
権
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
歴
の
人
が
、
そ
の
経
験
を

生
か
し
て
、
人
権
問
題
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
、
秘
密
厳
守
で
す
。

人
権
擁
護
委
員
の
日
に
つ
い
て

人権擁護活動シンボル

男
女
雇
用
機
会
均
等
月
間

１
日　

人
権
擁
護
委
員
の
日

22
日　

ら
い
予
防
法
に
よ
る
被

　
　
　

害
者
の
名
誉
回
復
お
よ

　
　
　

び
追
悼
の
日

23
日
～
29
日

　
　
　
　

男
女
共
同
参
画
週
間

6月

人 権
カレンダー

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

　
　
　
　
特
設
人
権
相
談
所

◆
日
時
／

６
月
９
日
㈭

　
　
　
　
10
時
～
15
時

◆
場
所
／
川
・
森
・
文
化
・
交
流
セ
ン

　
　
　
　
タ
ー
　
１
階
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隊員だより隊員だより 107

「地域おこし協力隊」
は、総務省の事業で都市部
など地域外の人材を過疎地
域の新たな担い手として受
け入れ、地域力の維持と強
化を図る取組みです。　　

＂
安
芸
太
田
町
に
来
て
目
覚
め
た
森
の
大
切
さ
”
～
黒
の
森
か
ら
光
の
森
～

●
梶
原
隊
員　
退
任
の
あ
い
さ
つ

●
津
川
隊
員　
着
任
の
あ
い
さ
つ

津つ

川が
わ

光こ
う

太た

隊
員

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
ま

お
こ
し
の
会
の
カ
ジ
ハ
ラ
で
す
。

　

協
力
隊
員
も
３
年
が
た
ち
退
任
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
３
年
間
は
本
当
に
充
実
し
た
日
々
を

休
み
無
く
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
関

係
者
の
皆
様
そ
し
て
、
地
域
の
皆
様
へ
凄
く
感

謝
し
て
お
り
、
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
後
の
生
活
と
し
て
は
住
居
を
寺
領
へ
移
し
、

自
身
が
こ
の
活
動
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
『
災

害
の
な
い
山
づ
く
り
』
と
し
て
森
林
保
護
保
全

活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
、
安
芸
太
田
町

の
森
林
を
守
る
活
動
を
メ
イ
ン
に
特
殊
伐
採
や

草
刈
り
な
ど
と
地
域
支
援
活
動
を
引
き
続
き
し

て
行
き
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
可
愛
が
っ
て
い
た
だ
い
た
娘
２
人

と
さ
ら
に
昨
年
に
産
ま
れ
た
娘
も
今
後
と
も
お

付
き
合
い
が
出
来
れ
ば
娘
達
も
喜
び
ま
す
の
で
、

　

５
月
よ
り
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
に
着
任
し
た
津

川
光
太
（
26
歳
）
で
す
。

　

広
島
市
南
区
の
出
身
で
、
仕
事
の
た
め
安
佐
南
区

に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
病
院
で
作
業
療
法
士
と
し
て

勤
め
て
い
ま
し
た
が
、
自
然
豊
か
な
場
所
で
暮
ら
し
、

そ
の
地
域
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
地
域
お

こ
し
協
力
隊
に
応
募
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
井
仁
棚
田
交
流
館
に
常
駐
し
な
が
ら
、

棚
田
再
生
を
目
的
と
し
た
取
り
組
み
や
井
仁
の
情
報

発
信
、
棚
田
を
借
り
た
お
米
作
り
の
準
備
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

井
仁
の
棚
田
は
日
本
の
棚
田
百
選
に
選
出
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
人
手
不
足
に
よ
り
使
わ
れ
て
い
な
い
棚

田
も
多
く
あ
り
ま
す
。
井
仁
の
美
し
い
風
景
を
、
こ

れ
か
ら
も
残
し
て
い
く
た
め
に
、
地
域
の
方
々
と
一

緒
に
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
井
仁
に
訪
れ
た
人
に

「
来
て
よ
か
っ
た
」
「
ま
た
来
た
い
」
と
思
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
地
域
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

井
仁
を
始
め
、
安
芸
太
田
町
の
良
さ
を
日
本
全
国

に
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
地
域
の
方
々
の
お
力
を

借
り
な
が
ら
活
動
し
て
行
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

引
き
続
き
い
っ
ぱ
い
お
話
し
を
し
て
可
愛
が
っ

て
く
だ
さ
い
。
家
族
み
ん
な
こ
の
安
芸
太
田
町

が
大
好
き
で
す
。

　

こ
の
町
の
魅
力
は
、
地
域
の
皆
様
が
頑
張
っ

て
い
る
か
ら
だ
と
気
づ
き
、
こ
の
町
の
魅
力
を

ど
ん
ど
ん
発
信
し
、
安
芸
太
田
町
が
潤
う
よ
う

な
事
も
目
指
し
て
頑
張
っ
て
行
き
ま
す
！

　

こ
れ
か
ら
も
私
達
家
族
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。



　介護保険では、要支援・要介護認定を受けた人が在宅での生活環境を整えるために、介護保険サ

ービスの対象となる住宅改修を行った場合、支払った金額の９割（上限額18万円）、一定以上の所

得がある方については８割（上限額16万円）または、7 割（上限額14万円）を住宅改修費として

町からお支払いします。

（注）ご本人が入院している場合や、施設に入所している場合は対象になりません。

◇住宅改修にかかった費用は、いったん全額自己負担になります。

◇工事終了後、領収書などを添付して事後申請を行い、工事の内容が給付対象であれば、申請上限

　額（20万円）内で改修費の９割、８割または７割相当額を町からお支払いします。

◇住宅改修費の上限を超える部分や介護保険の対象にならない部分は、全額自己負担となります。

◇改修工事が終了した後、改修箇所を確認させていただきます。

支給対象となる住宅改修

費用と限度額

事前申請が必要です

住宅改修費の支払方法

①手すりの取付け

②段差の解消

③滑り防止、移動の円滑化などのための床材の変更

④引き戸等への扉の取替えや撤去

⑤和式から洋式便器などへの便器の取替え

⑥その他、これらの住宅改修に伴って必要となる住

　宅改修（通路などの傾斜の解消など）

◇同一住宅につき、一人あたり20万円（改修費）が申請限度額です。

　＊原則として１回限り

　＊限度額20万円以内であれば、数回に分けて使うことも可能です。

◇介護保険の対象とならない工事もありますので、まずケアマネジャー（介護支援専門員）または

　健康福祉課に相談しましょう。

◇ケアマネジャー（介護支援専門員）をとおして、住宅改修が必要な理由書や見積書、施行前の状

　態が確認できる写真、平面図等を添えて、事前に健康福祉課へ申請してください。

◇町から事前に介護保険の対象となる許可が出てから、改修工事を始めてください。

　（許可前に改修工事を始めていると、介護保険の対象にはなりません。ご注意ください！）

◇町から許可が出て後、改修場所等変更がある場合は工事前に変更申請が必要です。

①手すり

④引き戸

②段差の解消　など
③床材の変更（滑り防止、移動を無理
　なく行う等のため）

●詳細はケアマネジャー（介護支援専門員）、または健康福祉課（☎25−0250）にお問い合わせ
　ください。

介護保険サービスの利用について介護保険サービスの利用について
～居宅介護（予防）住宅改修費の支給について～～居宅介護（予防）住宅改修費の支給について～

介護保険サービスの利用について介護保険サービスの利用について
～居宅介護（予防）住宅改修費の支給について～～居宅介護（予防）住宅改修費の支給について～

事前申請が

必要です!
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お
知
ら
せ
!!

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ーから

●
問
い
合
わ
せ
先
／
安
芸
太
田
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
２
２－

２
０
３
１

　

令
和
４
年
度
の
行
事
の
お
知
ら
せ
で
す
。

　

い
ず
れ
も
予
約
は
不
要
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

会場／安芸太田町地域支援センター（戸河内診療所併設）
時間／10:00～11:30
日程／毎月第４水曜日（4・5 月は終了しています。ご了承ください。）
　　　６月29日・７月27日・８月24日・９月28日・10月26日

　　　11月30日（第５水曜）・12月21日（第３水曜）・１月25日

　　　２月22日・３月23日

●認知症に関する話や家族同士の情報共有の場です。

会場／統括センター２階（安芸太田病院併設）
時間／10:00～11:30
日程／毎月第４火曜日（4・5 月は終了しています。ご了承ください。）
　　　６月28日・７月26日・８月30日（第５火曜）・９月27日

　　　10月25日・11月22日・12月27日・１月24日・２月21日

　　　３月22日

●介護をされている人や、介護経験がある人でお話をしています。
　専門職の参加もお待ちしています。

効
果
的
な
ウ
ォ
ー
キ

効
果
的
な
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
講
座

ン
グ
講
座
に
つ
い
て

に
つ
い
て 歯歯

とと
口口
のの
健
康
週

健
康
週
間間

　
効
果
的
な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
方
法
を
ご
存
じ

で
す
か
？

　
足
腰
を
い
た
め
ず
、
代
謝
を
高
め
、
筋
力
を

つ
け
る
な
ど
、
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い

効
果
的
な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
方
法
を
体
験
す
る

こ
と
が
で
き
る
講
座
で
す
。

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
座
を
次
の
日
程
で
開
催
し

ま
す
。
参
加
さ
れ
る
人
は
、
参
加
日
１
週
間
前

ま
で
に
健
康
福
祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

～
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
　

「
８
０
２
０
運
動
」
の
こ
と
～

　
「
80
歳
に
な
っ
て
も
20
本
以
上
歯
を
残

そ
う
」
と
い
う
趣
旨
で
平
成
元
年
に
始
ま

っ
た
の
が
「
８
０
２
０
運
動
」
で
す
。
当

初
は
10
％
程
度
だ
っ
た
達
成
者
も
、
現
在

で
は
50
％
を
超
え
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
運
動
が
口
腔
機
能
の
維
持
・
改
善

の
重
要
性
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
む
し
歯
や
歯
周
病
か
ら
歯
を
守
り
「
８

０
２
０
」
達
成
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

 

「
８
０
２
０
」
を
目
指
す
た
め
に

●
歯
を
し
っ
か
り
磨
き
ま
し
ょ
う

●
定
期
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

●
よ
く
噛
ん
で
食
べ
ま
し
ょ
う　

●
し
っ
か
り
と
声
を
出
し
ま
し
ょ
う

●
問
い
合
わ
せ
先
／
健
康
福
祉
課　

☎
２
２−

０
１
９
６

「い
た
だ
き
ま
す　

人
生
１
０
０
年　

歯
と
共
に
」

６
月
４
日

６
月
４
日

～～
1010
日日

開催日 場　　　所
６月23日㈭ 戸河内ふれあいセンター
６月30日㈭ 修道活性化センター

７月８日㈮ 太田川交流館かけはし
雨天時：加計体育館

７月11日㈪ 筒賀福祉センター

時　間 受付時間  9：15～9：30
講座時間  9：30～11：30

✿認知症カフェ✿

✿介護者の集い✿
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一般社団法人 地域商社あきおおた
（道の駅  来夢とごうち）

〒731−3664 安芸太田町大字上殿632−2
　☎28−1800 FAX28−1843

〔あきおおたDMO〕

道の駅マルシェ
毎月第４日曜日

※なくなり次第終了

6月26日㈰
9:00～16：00

次
回
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今年もやります!

COMEUP キャンペーン 飲食店周遊スタンプラリー

■割引対象：中国地方５県在住の方
■キャンペーン実施期間
　【第１期】5月21日（土）～7月15日（金）
　【第２期】8月17日（水）～10月21日（金）
　【第３期】12月1日（木）～'23年2月28日（火）
　※期間内のチェックイン～チェックアウト分が対象
■対象施設：12施設　詳細はQRコードから↓
■予約：ComeUp キャンペーンのご予約は、
　　　　宿泊施設へ直接お問い合わせください。

■キャンペーン実施期間
　5月21日（土）～'23年2月28日（火）
■スタンプカード配布箇所：対象店舗
■対象店舗：40店舗以上
　　　　　　詳細はQRコードから↓

あきおおた通信　第 36 号

　お待たせしました！今年度も「ComeUp キャ
ンペーン」と「スタンプラリー」を実施します。
　お得なこの機会に、町内の行ったことのないお
店に回ったり、泊まったりして、安芸太田町の事
業者を応援しましょう。

　期間内に対象店舗に宿泊すると、宿泊代金が割
引かれるほか、クーポン券がもらえるキャンペー
ンです。お得に遊んで、買って、泊まっちゃいま
しょう。

　期間中に対象店舗で飲食すると、500円ごとに
１個スタンプを押印します。
　スタンプカード制覇（２店舗以上の利用＋スタ
ンプ10個で満点）するごとに、1,000円のクーポ
ン券がもらえます。また、満点カード７枚達成で、
『道の駅駅長セレクト地域産品』（先着300名様）
をプレゼント！

　まちの応援もできて、何か新しい発見や出会い
があるかも。スタンプラリーでもらえる【あきお
おたまるごと周遊クーポン券】は、対象店舗のお
土産・飲食・体験・温泉など幅広く使えます。
　安芸太田町の自然やグルメを満喫しにご家族や
ご友人へぜひご紹介ください。みなさんのご利用
をお待ちしています！

　※各宿泊施設の割引上限額に達し
　　次第終了となるので、直接宿泊
　　施設にお問い合わせください。

　※スタンプカード・クーポン券が
　　なくなり次第キャンペーン終了
　　です。

　５月はお魚と地元の筒賀
大銀杏マルシェも参加して
くださいました。
　６月は恒例の島根県太田
市から鮮魚がやってきます。
その他、何がくるかお楽し
みに！ホームページかSNS 
チェックしてください！

天上の名水使用の「手打ちそば」
や旬の葉物野菜、井仁棚田米の
米粉を使った焼き菓子など



■開催日／6月26日（日） 
■集合場所／旧殿賀小学校
■受　付／8:00　出発式／8:30
■コース／2㎞、4㎞　
■参加費／100円

第145回 月例第145回 月例ウォーキングウォーキング

①発熱の有無など体調を確認
②マスクの持参など感染防止に努める
③主催者の指示等を守る

参加にあ
たっての
お願い　

　今年度は、7月24日
（第4日曜日）に実施します。
ご協力をお願いします。

令和令和44年度年度

クリーン太田川クリーン太田川
一斉清掃実施日一斉清掃実施日
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まち歩きイベントの参加者、募集!
あきおおたロゲイニング大会～歴史探訪 Ver.

　初心者でも気軽に仲間と楽しみながら、ゲーム感覚で町歩きをして
チェックポイントを探すイベントです。健康のために歩きましょう！

　今回は、加計に新しくオープンした
「まんが喫茶　とりこや」さんです。
「子どもが行きたい！親は行かせたい
！みんなで憩いたい！」をコンセプト
に漫画図書館や喫茶店、学習支援、 家
計の見直し支援の運営をされています。
　コミックは6,000冊以上ありホーム
ページ からも事前に検索できます。
　１階の喫茶店では、おすすめの自家
製紅茶がいただけますよ。

■開催日時：6月25日（土） 8:30～15:30
　　　　　　　※参加するコースによって、終了時間は異なります。
■募集期間：5月10日（火）～6月10日（金）
■参 加 費：3時間コース／4,000円
　　　　　　5時間コース／5,000円
　　　　　　 ・1チームあたりの費用です。
　　　　　　 ・1チームあたりの人数は1～5名です。

～ロゲイニングとは?
　地図とコンパスを使って、設置されたチェ
ックポイントをまわり、得点数を競うスポー
ツです。チェックポイントは、本来は山野に
設置されますが、今回は安芸太田町の町が舞
台となり、初心者の方やお子さま連れの方、
ウォーキングの方も楽しんでいただけます。

がんばる事業者さん紹介

（令和２年度に「安芸太田町がんばるビ
ジネス応援補助金」制度活用） オーナーの栗栖さん 上…2階漫画図書館　下…1階喫茶店

ひろしま
環境の日

広島県では、毎月第一土曜日を「ひろしま環境の日」と定めています。まず
は、できることから!! みんなでエコな活動を率先して実践していきましょう。

●問い合わせ先／住民課　☎28−2116

やってみよう省エネ生活！
～不要な照明は消そう～

7月2日（土）
のテーマは



町内の「夏イベント」の中止のお知らせ 

6月 ◦初夏の吉水園一般公開

7月
◦納涼加計まつり
◦龍頭峡まつり

8月 ◦ふれあい戸河内まつり

　６月から８月にかけて開催を予定していました町内の「夏イベント」は、新型
コロナウイルス感染症の影響により、来場者等の安全確保が困難なため、中止と
なりました。
　来年は、盛大に開催できるよう皆様のご理解、ご協力をお願いします。

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
ま
で
引

　

き
続
き
１
年
以
上
の
生
計
関
係

　

が
あ
っ
た
方
に
限
ら
れ
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
か
わ
か
ら
な
い
方

　

や
、
詳
し
い
こ
と
が
お
知
り
に

　

な
り
た
い
方
は
、
本
庁
住
民
課

　

お
よ
び
各
支
所
の
住
民
生
活
課

　

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
住
民
課

　
　
　
　
　

☎
２
８−

２
１
１
６

　

加
計
支
所
☎
２
２−

１
１
１
１

　

筒
賀
支
所
☎
３
２−

２
１
２
１

せ
ら
し
お

n
oi

t
a

mr
o

f
n

I

　

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
第
11

回
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特

別
弔
慰
金
の
請
求
受
付
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
請
求
期
限
は
、
令
和
５
年

３
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

支
給
対
象
者
は
、
令
和
２
年
４

月
１
日
（
基
準
日
）
に
、「
恩
給
法

に
よ
る
公
務
扶
助
料
」
や
「
戦
傷

病
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族

年
金
」
な
ど
を
受
け
る
方
（
戦
没

者
の
妻
や
父
母
等
）
が
お
ら
れ
な

い
場
合
に
次
の
順
番
で
先
順
位
と

な
る
ご
遺
族
お
一
人
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

　
◎
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺

　

族
で

１
．
令
和
２
年
４
月
１
日
ま
で
に

　

戦
傷
病
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ

　

る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し

　

た
方

２
．
戦
没
者
の
子

３
．
戦
没
者
等
の
①
父
母　

②
孫

　

③
祖
父
母　

④
兄
弟
姉
妹

４
．
前
記
１
か
ら
３
以
外
の
戦
没

　

者
等
の
３
親
等
内
の
親
族
（
甥
、

　

姪
な
ど
）

　

広
島
県
観
光
連
盟
で
は
、
広
島

が
大
好
き
で
広
島
の
魅
力
発
信
に

協
力
し
て
い
た
だ
け
る
人
を
「
Ｈ

Ｉ
Ｔ
ひ
ろ
し
ま
観
光
大
使
」
と
し

て
募
集
し
て
い
ま
す
。
グ
ル
メ
、

ス
ポ
ッ
ト
、
人
、
体
験
な
ど
、
な

ん
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
！

　

広
島
の
多
様
な
魅
力
を
発
見
・

発
信
し
て
く
だ
さ
る
大
使
は
特
別

に
、
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
に
参
加
で

き
ま
す
。

　

新
し
く
で
き
た
一
般
公
開
前
の

体
験
メ
ニ
ュ
ー
や
、
既
に
あ
る
県

内
の
と
っ
て
お
き
の
体
験
メ
ニ
ュ

ー
な
ど
を
実
際
に
体
験
す
る
こ
と

が
で
き
、
新
し
い
広
島
の
魅
力
を

よ
り
多
く
の
方
に
伝
え
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

応
募
資
格
は
、
広
島
の
魅
力
発

信
に
意
欲
が
あ
る
方
な
ら
誰
で
も

大
歓
迎
。
年
齢
・
性
別
・
国
籍
・

出
身
地
は
問
い
ま
せ
ん
。

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す

る
特
別
弔
慰
金　
　
　
　

「
Ｈ
Ｉ
Ｔ
ひ
ろ
し
ま
観
光

大
使
」
募
集
し
て
ま
す
！

詳細は
こちらから

➡

　

検
査
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◇
検
査
日
時

　

７
月
５
日
㈫
・
８
月
２
日
㈫

　

13
時
～
15
時

◇
検
査
場
所

　

広
島
県
庁　

農
林
庁
舎
１
階

　

診
察
室
（
広
島
県
西
部
保
健
所

　

広
島
支
所
内
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　

広
島
県
西
部
保
健
所
広
島
支
所

　

保
健
課
保
健
対
策
係　

　

☎
０
８
２−

５
１
３−

５
５
２
１

広
島
県
が
行
う
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
原
抗

体
・
梅
毒
検
査
・
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
無
料
検
査
日
程
の
お
知
ら
せ
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国
税
庁
で
は
、
税
務
職
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

採
用
試
験
の
募
集
要
項
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　

税
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
目
指

し
て
、
是
非
受
験
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
受
験
資
格
〕

①
令
和
４
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、

　

高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学

　

校
を
卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら

　

起
算
し
て
３
年
を
経
過
し
て
い

　

な
い
者
（
平
成
31
年
４
月
１
日

　

以
降
に
卒
業
し
た
者
が
該
当
す

　

る
。）
お
よ
び
令
和
５
年
３
月

　

ま
で
に
高
等
学
校
ま
た
は
中
等

　

教
育
学
校
を
卒
業
す
る
見
込
み

　

の
者

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
に
準

　

ず
る
と
認
め
る
者

〔
試
験
の
程
度
〕

◦
高
校
卒
業
程
度

〔
受
験
申
込
方
法
〕

◦
原
則
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

に
よ
り
申
込
み
を
行
っ
て
く
だ

　

さ
い
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
専
用
ア

　

ド
レ
ス

税
務
職
員
募
集
　

http://w
w
w
.jinji-shiken.

　

go.jp/juken.htm
l

〔
受
験
申
込
受
付
期
間
〕

◦
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み

　

６
月
20
日
㈪　

９
時
か
ら

　

６
月
29
日
㈬

※
６
月
29
日
㈬
ま
で
に
申
込
デ
ー

　

タ
を
受
信
完
了
し
た
も
の
に
限

　

り
受
け
付
け
ま
す
。

〔
第
１
次
試
験
〕

◦
試
験
日

　

９
月
４
日
㈰

◦
試
験
地

　

人
事
院
中
国
事
務
局
が
管
轄
す

　

る
試
験
地
は
鳥
取
市
・
松
江
市

　

・
岡
山
市
・
広
島
市
・
山
口
市

◦
試
験
種
目

　

基
礎
能
力
試
験
・
適
性
試
験
・

　

作
文
試
験

〔
第
１
次
試
験
合
格
発
表
日
〕

◦
10
月
６
日
㈭

〔
第
２
次
試
験
〕

◦
試
験
日

　

10
月
12
日
㈬
か
ら
10
月
21
日
㈮

　

ま
で
の
間
の
指
定
す
る
１
日

◦
試
験
地

　

第
１
次
試
験
合
格
通
知
に
併
せ

　

て
通
知

◦
試
験
種
目

　

人
物
試
験
・
身
体
検
査

〔
最
終
合
格
発
表
日
〕

◦
11
月
15
日
㈫

●
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
請
求
・
問
い

　

合
わ
せ
先

◦
広
島
国
税
局　

総
務
部

　

人
事
第
二
課　

試
験
研
修
係

　

〒
７
３
０−

８
５
２
１

　

広
島
市
中
区
上
八
丁
堀
６

−

30

　

☎
０
８
２−

２
１
１−

９
２
１
１

　
　

内
線
３
７
４
３
・
３
６
３
５

◦
広
島
北
税
務
署
総
務
課

　

☎
０
８
２−

８
１
４−

２
４
９
４

〈
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
〉

　

国
税
庁 

　

https://w
w
w
.nta.go.jp/

　今年も梅雨の季節がやってきます。
　バス・あなたく・定額タクシーの運行において
は、倒木や高速道路の通行止め、渋滞による遅延
など、急な運休やダイヤの大幅な乱れも生じる可
能性があります。
　天候不良時における公共交通のご利用について
は、運行状況等を確認の上ご利用ください。
　防災無線により、随時交通情報をお知らせしま
すが、最新の情報については事業者への問い合わ
せが確実です。

注意!!

●問い合わせ先
　広電安佐営業所　☎082−835−1860
　石　見　交　通　☎0856−24−0080
　加　計　交　通　☎22−0521
　三 段 峡 交 通　☎28−2011
　安 野 タ ク シ ー　☎23−0339
　総　企　バ　ス　☎0826−35−1199

　　大雨の際は、
　　大雨の際は、

「バス・あなたく・定額タクシー」
「バス・あなたく・定額タクシー」

　 　 　  の利用にご注意ください！
　 　 　  の利用にご注意ください！

　　大雨の際は、
　　大雨の際は、

「バス・あなたく・定額タクシー」
「バス・あなたく・定額タクシー」

　 　 　  の利用にご注意ください！
　 　 　  の利用にご注意ください！
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令和4年（令和3年度）「安芸太田町成人式」について（延期後）

20広報安芸太田　令和４（2022）年　6月号

安芸太田町のみなさまへ
●サービス提供エリアであっても、利用できない場合があります。
　エリアについては、下記までお問い合わせください。

（FTTHアクセスサービス） お申込み受付中!
【お申し込み・お問い合わせ】NTT西日本 IPコールセンター

【受付時間】 午前９時〜午後５時  土曜・日曜・祝日も受付中（年末年始12/29〜1/3を除きます。）
◎携帯電話からも通話できます。電話番号をお確かめのうえ、お間違えのないようお願いいたします。

「コラボ光」も利用可能です。
●「コラボ光」をお申し込みの際は、各光コラボレー
　ション事業者へお問い合わせください。
●各光コラボレーション受付窓口でお困りごとがあっ
　た場合でもお気軽にお電話ください。

審査  22−89−1

広告

0120−116116

　

町
で
は
、
現
在
、
戸
河
内
地
域

に
、
地
域
活
動
が
困
難
に
な
り
つ

つ
あ
る
集
落
の
維
持
支
援
活
動
を

行
う
「
集
落
支
援
員
」
を
配
置
し

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
加
計
地
域
お
よ
び
筒

賀
地
域
に
お
い
て
は
、
集
落
支
援

員
を
配
置
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
地
域
間
に
隔
た
り
な

く
集
落
支
援
活
動
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
両
地

域
に
１
名
ず
つ
の
集
落
支
援
員
を

募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
人
数

　

２
人
（
加
計
地
域
１
名
・
筒
賀

　

地
域
１
名
）

◆
応
募
資
格

◦
満
年
齢
70
歳
以
下
の
方
。

　

（
性
別
お
よ
び
学
歴
は
不
問
）

◦
安
芸
太
田
町
集
落
支
援
員
と
し

　

て
委
嘱
の
際
、
安
芸
太
田
町
に

　

住
民
票
を
有
す
る
方
。

◦
普
通
自
動
車
運
転
免
許（
Ｍ
Ｔ
）

　

を
持
っ
て
い
る
方
。

◦
パ
ソ
コ
ン
操
作
（
ワ
ー
ド
、
エ

　

ク
セ
ル
等
）
が
で
き
る
方
。

◦
心
身
と
も
に
健
康
で
、
活
動
に

安
芸
太
田
町
集
落
支
援
員
の
募
集

　

意
欲
の
あ
る
方
。

◦
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
25
年
法

　

律
第
２
６
１
号
）
第
16
条
各
号

　

に
掲
げ
る
欠
格
条
項
に
該
当
し

　

な
い
方
。

◆
活
動
内
容

　

対
象
地
域
を
定
期
的
に
巡
回
し
、

見
守
り
活
動
を
中
心
に
、
地
域
の

声
を
聞
き
な
が
ら
自
治
会
長
・
民

生
委
員
・
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど

関
係
機
関
と
連
携
し
、
集
落
維
持

活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
内
で
の
話
し
合
い

活
動
、
清
掃
活
動
、
サ
ロ
ン
活
動

な
ど
の
地
域
活
動
へ
の
参
加
を
積

極
的
に
行
い
、
地
域
活
動
の
動
機

づ
け
を
行
い
ま
す
。

※
活
動
例
…
見
守
り
・
点
検
・
サ

　

ロ
ン
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

　

動
・
地
域
行
事
参
加
な
ど

◆
活
動
地
域

　

加
計
地
域
ま
た
は
筒
賀
地
域

◆
活
動
時
間

　

８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で

　
　
　
　
　
　
　

（
休
憩
60
分
）

　

８
時
30
分
か
ら
12
時
ま
で

～
時
間
例
～

◦
月
・
水
・
金

　

８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で

◦
火
・
木

　

８
時
30
分
か
ら
12
時
ま
で

※
活
動
内
容
に
よ
っ
て
は
、
土
曜

　

日
ま
た
は
日
曜
日
に
活
動
す
る

　

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

※
活
動
時
間
帯
お
よ
び
曜
日
は
、

　

協
議
の
う
え
決
定
し
ま
す
。

◆
雇
用
形
態

　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用

　

職
員

◆
雇
用
期
間

　

委
嘱
の
日
か
ら
当
該
年
度
末
ま

　

で
※
必
要
に
応
じ
て
再
任
す
る
こ
と

　

が
あ
り
ま
す
。

◆
報
酬

　

月
額
１
４
４
，
０
０
０
円

　
　
　
　

（
毎
月
15
日
に
支
給
）

※
所
得
税
、
社
会
保
険
料
等
の
本

　

人
負
担
分
が
差
し
引
か
れ
ま
す
。

◆
応
募
期
間

　

令
和
４
年
６
月
６
日
㈪
か
ら
６

　

月
24
日
㈮
ま
で
（
当
日
必
着
）

◆
応
募
書
類

①
安
芸
太
田
町
集
落
支
援
員
応
募

　

申
込
書

※
安
芸
太
田
町
役
場
住
民
課
で
受

　

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
安
芸
太
田
町
ホ
ー
ム
ペ

　

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

　

こ
と
も
で
き
ま
す
。

②
履
歴
書
（
書
式
は
任
意
）

※
写
真
（
撮
影
か
ら
６
か
月
以
内
、

　

上
半
身
・
無
帽
・
正
面
）
を
貼

　

付
し
て
く
だ
さ
い
。

③
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書

　

（
原
本
）

※
提
出
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
提
出
さ
れ
た
個
人
情
報

　

に
つ
い
て
は
本
募
集
の
み
に
使

　

用
し
、
そ
の
他
の
用
途
に
は
使

　

用
し
ま
せ
ん
。

◆
応
募
先

　

〒
７
３
１

−

３
８
１
０

　

広
島
県
山
県
郡
安
芸
太
田
町

　
　

大
字
戸
河
内
７
８
４
番
地
１

　

安
芸
太
田
町
役
場　

住
民
課

●
問
い
合
わ
せ
先

　

安
芸
太
田
町
役
場　

住
民
課

　

☎
２
８−

２
１
１
６

　

メ
ー
ルjum

in01@
akiota.jp



　

国際交流だより国際交流だより ベロニカのページ

令和4年（令和3年度）「安芸太田町成人式」について（延期後）

　新型コロナウイルス感染拡大を受けて、開催を延期していました「令和４年（令和３年度）安芸
太田町成人式」を次のとおり挙行します。

◆期　日／令和4年8月14日（日）11：30～（受付11：00～）
◆場　所／川・森・文化・交流センター　やまびこホール
　　　　　山県郡安芸太田町大字加計5908−2　☎︎（0826）22−1212

◆対象者／平成13年（2001年）４月２日～平成14年（2002年）４月１日生まれの人
　　　　　※町内へ住所がない人でも、町内の小学校・中学校卒業生の人は対象となります。
　　　　　※対象者の人へ、別途案内します。届いていない場合はご連絡ください。

◆その他／新型コロナウイルス感染症の拡大状況により、成人式の内容等を
　　　　　やむを得ず変更する場合があります。
　　　　　今後の変更等につきましては、ホームページへ随時掲載します。

～成人式に関するお問い合わせ～　教育委員会教育課　☎︎22−1212

安芸太田町成人式安芸太田町成人式

21

皆さん、はじめまして!皆さん、はじめまして!
　安芸太田町で新たに国際交流員（CIR）になったニールセン・ベロニカです。

　日本に来る前は10年以上、アメリカ・コロラド州の州都デンバーに住んでいました。

　私の祖母は、宮城県出身の日本人で、小さいころから、祖母の生まれた国と言語に興味がありました。

そのため、コロラド州では日本語を学べる高校が少ないのですが、日本語の授業のある高校を選び、日本

語の勉強を始めました。

　私が生まれ育ったのはデンバーではなく、ネブラスカ州のオマハという都市です。オマハは、農業が盛

んで、私の家の近くにはトウモロコシ畑が広がっていました。アメリカの田園風景が広がるオマハでの生

活経験があるので、日本の田舎・安芸太田町での生活を楽しみにしていました。

　安芸太田町では、家にいても毎晩カエルの鳴き声が聞こえてきて、新しい生活・体験が始まったのだと

実感しています。

　すでに温井ダムや井仁棚田などの安芸太田町の名所

にも行きましたが、安芸太田町について、もっと知り

たくなりました。

　この仕事を通して、海外に住んでいる人や、日本に

住んでいる外国人に安芸太田町の魅力を発信できるこ

とがとても嬉しいです。

　安芸太田町の皆さんと直接会ってお話しすることを

楽しみにしています。

　よろしくお願いします！

▼

兄
と
デ
ン
バ
ー
の
ハ
ド
ソ
ン
公
園
で
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 図書館
　だより
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筒 賀 分 室 筒賀ふれあいプラザ内
　☎32-2601

戸河内分室 地域支援センター内
　☎28-1966

本　　　館 川・森・文化・交流センター内２階川・森・文化・交流センター内２階
　　☎2222-12131213

〈ホームページアドレス〉https://www.lics-saas.nexs-service.jp/akiota/

BOOK

『私の中のこの邪悪な感情をどうしよう？』

『剪定「コツ」の教科書』

『科学のトリセツ』

『幸村を討て』（小説）

『剣持麗子のワンナイト推理』（小説）

『団地のふたり』（小説）

『夏の体温』（小説）

『ドライブ・マイ・カー』（R15）

一
般
書

DVD

児
童
書

『アンパンマンとたけとんぼまん』

『パンダのんびりたいそう』

『ドラゴン最強王図鑑』

『かみはこんなにくちゃくちゃだけど』

『鬼滅の刃ノベライズ』5・6（読み物）

『マリーさんぽにいこっ』（読み物）

読んでミンサイ新刊案内♪読んでミンサイ新刊案内♪

移動図書館やまびこ号運行日
６月14日（火）・16日（木）・17日（金）・22日（水）

本館月末休館日 ６月３０日（木）

村上春樹　文藝春秋
2014年発行

今月のおススメ本今月のおススメ本

　広島で撮影が行われた映画

「ドライブ・マイ・カー」の

原作が収録されている短編集。

舞台俳優の家
か

福
ふく

は、ある事情

から女性ドライバーみさきを

雇う。偏屈でぶっきらぼうな

彼女に、家福は死んだ妻のこ

とを話し始める。

新しい図書館の仲間を紹介するよ! 『女のいない男たち』

令
和
４
年
度
『
子
供
の
読
書
活
動
優
秀

実
践
図
書
館
』
文
部
科
学
大
臣
表
彰　

　

安
芸
太
田
町
立
図
書
館
が
、
令
和
４
年
度
「
子
供
の
読
書

活
動
優
秀
実
践
図
書
館
」
と
し
て
文
部
科
学
大
臣
か
ら
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
広
く
子
ど
も
の
読
書
活
動
に
つ
い
て
の
関
心
と

理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
が
積
極
的
に
読
書
活
動

を
行
う
意
欲
を
高
め
る
活
動
に
お
い
て
特
色
あ
る
優
れ
た
実

践
を
行
っ
て
い
る
図
書
館
に
対
し
、
そ
の
実
践
を
た
た
え
文

部
科
学
大
臣
が
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

本
町
で
小
学
生
か
ら
中
高
生
に
な
る
に
つ
れ
て
読
書
率
が

低
下
し
て
い
る
現
状
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
町
内
の
教
育
・
保
育
現
場
と
町
立
図
書
館
が

連
携
し
、
子
ど
も
に
「
読
書
に
親
し
む
機
会
」
を
提
供
す
る

こ
と
で
子
ど
も
の
自
主
的
な
読
書
活
動
の
推
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
町
立
図
書
館
司
書
に
よ
る
巡
回
活
動
を
平
成
23

年
度
よ
り
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
巡
回
活
動
は
10
年
に
及
び
、
家
庭
読
書
の
推
進
な
ど

着
実
に
事
業
の
成
果
が
現
れ
て
き
て
い
る
こ
と
や
、
町
全
体

で
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
係　

☎
２
２−

１
２
１
２
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安芸太田町は… 　　 2,719人　 　  3,097人 　  5,816人　3,100世帯  2022年(令和4年)5月31日現在

今月の当番医

来月の当番医

6月

7月

３日㈰　安芸太田病院（救急サブセンター）
10日㈰　山根医院（内科）
17日㈰　安芸太田病院（救急サブセンター）
18日㈪　安芸太田戸河内診療所（内科）
24日㈰　安芸太田病院（救急サブセンター）
31日㈰　安芸太田病院（救急サブセンター）

12日㈰　山根医院（内科）
19日㈰　安芸太田戸河内診療所（内科）
26日㈰　山根医院（内科）

し尿収集日

※し尿くみ取りに関するお申し込み・お問い合わせは
　㈱クリンプロ　フリーダイヤル0120−32−9026
　へお願いします。

今月の納税等

○町県民税…………………………第１期
○介護保険料………………………第３期

（納期限:6月30日）
※納期限を必ず守りましょう

6月

６
月

10日㈮ 加計土居・滝本・温井・猪山・平見谷
13日㈪ 丁川・田之原・穴阿・川登・勝草

14日㈫ 小板・松原・板ヶ谷・川手・柴木
梶ノ木・横川

15日㈬ 宇佐・澄合・早木・芦杉・黒峠
17日㈮ 修道
20日㈪ 津浪一円・筒賀東区
21日㈫ 附地・光石・坪野・上久日市・下久日市

22日㈬ 天神町・巴町・道の口・古市・新町
神田町・空条・本町・東旭町・西旭町

24日㈮ 上殿一円・筒賀（東区を除く）
27日㈪ 程原・津都見・船場・来見

７
月

１日㈮ 上原・鮎ケ平・殿賀一円
４日㈪ 鵜渡瀬・木坂・山崎・上調子
５日㈫ 見入ヶ崎・遅越・辻ノ河原・香草
６日㈬ 上本郷・吉和郷・打梨・那須

８日㈮ 遊谷・戸河内土居・下本郷・田吹
寺領一円・月の子・杉の泊・穴袋・草尾

23

６
月
13
日
㈪

粗大ごみ④区域

香南・津浪・坪野・安野・修道

７
月
11
日
㈪

粗大ごみ①区域
筒賀全域・与一野・才中得・寺領・長原
箕角・上殿中央・長田・杉の泊
※草尾地区は電話

令和４年度 粗大ごみ収集日程

※粗大ごみ集積場所に出してください。
※①～④は「ごみ収集カレンダー」に記載されている
　収集区域です。収集区域によって収集日が異なりま
　すので、お間違えのないようお願いします。

広報安芸太田　令和４（2022）年　6月号

6月17日（金）

●問い合わせ先
　衛生対策室（ポックルくろだお）☎23−1120
　本庁住民課　☎28−2116
　加 計 支 所　☎22−1111
　筒 賀 支 所　☎32−2121

特定家庭用機器廃棄物の収集日
（エアコン、テレビ、冷蔵庫・冷凍庫、洗濯機・衣類乾燥機）

　買い替えの場合は、取扱店に相談してください。そ

のうえで引き取り手がない場合、郵便局でリサイクル

券を購入し、衛生対策室または本庁住民課および各支

所住民生活課へ収集の申し込みをしてください。

　上記の収集日に衛生対策室の職員が戸別に収集に伺

います。その際、リサイクル券とは別に収集運搬料金

3,850円（家電１台当たり・税込）が必要です。

●リサイクル料金の目安（家電１台当たり）
※メーカーや大き
　さにより料金が
　異なります。
　なお、リサイク
　ル券を購入する
　際、振込手数料
　が別途必要です。

エアコン 990～9,900円
テレビ（薄型も含む） 1,320～3,700円
冷蔵庫・冷凍庫 3,740～6,149円
洗濯機・衣類乾燥機 2,530～3,300円
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アプリ「マチイロ」（無料）はスマホやタブレットにインストールすることで、いつでもどこでも広報
「安芸太田」を読むことができます。※インターネットの通信料がかかりますので、ご注意ください。

この広報紙は環境にやさしい再生紙と、大豆油インキを使用しています。

献
血
活
動
に
協
力

献
血
活
動
に
協
力

　
加
計
高
校
で
は
、
毎
年
、
年
２
回
、
学
校
を
開
放

し
、
献
血
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
目
的

は
２
つ
あ
り
ま
す
。

　
１
つ
目
は
、
校
内
に
献
血
車
が
入
り
、
受
付
ブ
ー

ス
等
を
設
け
れ
ば
、
自
然
と
献
血
の
重
要
性
を
生
徒

に
周
知
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
定
着

し
て
、
今
年
度
は
、
生
徒
有
志
が
献
血
の
仕
組
み
や

重
要
性
を
校
内
で
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
２
つ
目
は
、
加
計
高
校
で
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
町

内
の
人
に
学
校
を
訪
れ
て
い
た
だ
く
機
会
が
増
え
、

授
業
風
景
な
ど
を
見
学
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
で
す
。

　
今
回
は
、
生
徒
の
Ｐ
Ｒ
も
あ
り
１
４
０
名
の
人
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

全校生徒が居ながらにして国際交流のできる学校

◆◆GO!GO!加計高通信　第94号◆◆

ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
入
学
生

　
５
月
２
日
、
昨
年
４
月
に
本
校
に

入
学
す
る
予
定
だ
っ
た
ヒ
エ
ン
さ
ん

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
に
伴
う
入
国
制
限
の
た

め
、
１
年
余
り
遅
れ
て
２
年
生
に
編

入
学
し
ま
し
た
。

　
編
入
学
が
決
ま
り
、
今
日
ま
で
の

約
２
年
間
、
ベ
ト
ナ
ム
の
高
校
と
日

本
語
学
校
に
通
い
な
が
ら
、
加
計
高

校
で
学
ぶ
希
望
を
持
ち
続
け
て
く
れ

て
い
ま
し
た
。

　
体
育
館
で
全
校
生
徒
参
加
に
よ
る

歓
迎
会
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
歓
迎

会
は
、
生
徒
有
志
に
よ
る
「
お
も
て

な
し
隊
」
の
企
画
・
運
営
で
行
い
ま

し
た
。
ヒ
エ
ン
さ
ん
が
早
く
加
計
高

校
に
慣
れ
る
よ
う
気
持
ち
の
こ
も
っ

た
歓
迎
会
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
日
は
加
計
小
学
校
の

遠
足
が
あ
り
、
児
童
の
皆
さ
ん
も
歓

迎
会
を
見
学
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
消
防
団
員
と
し
て

の
長
年
の
功
績
に
対
し
て
栄
え

あ
る
叙
勲
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
お

祈
り
し
ま
す
。

令
和
４
年

春
の
叙
勲
受
章

【
瑞ず

い
ほ
う
た
ん
こ
う
し
ょ
う

宝
単
光
章
】

　

消
防
功
労

　

元
安
芸
太
田
町
消
防
団

　

部
長

　
　

佐さ

さ々

木き　

正し
ょ
う
じ次

さ
ん

（
寺
領
）


